










　本稿は、現在、看護専門学校の 1 年生の娘と高校 1 年生の息子を育てている母子家庭の母
親として生きる一人の女性のライフヒストリー研究である。母子家庭の状況を日本社会の貧
困問題、雇用慣行、ジェンダー問題の複合的な社会問題として、その背景にある要因を社会










　A さんは筆者の元ゼミ生という関係であり、大学 2 年生からゼミの学生として知っている。
4 年生の時は、ゼミのリーダーだった A さん。この学年のゼミ生とは、卒業論文の中間発




年ゼミの同窓会をしていた。A さんが卒業 4 年後の 26 歳の時、長女を妊娠した状態でゼミ
























































































































家出したのが、25 歳の時。夜の 11 時頃に鍵を開けて泥棒のように私がそのアパー
トに転がり込んだという。
彼との結婚に反対された A さんは、1999 年 7 月に家出という強硬手段を取り、彼のアパー
トで一緒に暮らし始めた。その当時のことを思い出し、A さんは、「結婚は勢いだった」と
振り返る。2000 年 3 月頃に、彼の叔父が A さんの父親のところに挨拶に行って、説得して
くれようとしたが、「傷者はいらない、今家に帰ってきても居場所はない」と言われた。そ
の 2 か月後に、彼も A さんの実家に挨拶に行ったが、父は A さんの彼の顔を見ることはな
かった。「出て行った子はどうでもいい」と父親に言われた。その後、実家とは絶縁状態になっ
てしまった。2000 年 6 月には二人だけでアメリカのフロリダ州で海外結婚式を挙げ、2 次会
は友達と日本で行った。
2.3　結婚生活
　2000 年 5 月に 26 歳で結婚しパートとして働いていたが、すぐに妊娠して、職場を辞め、
2001 年 5 月に長女を出産した。そこから専業主婦として子育てをしていた結婚生活だった。
その時の子育ての大変さについて振り返って言う。
その時期大変でしたね。（夫が勤めたのは）総務部、人事課。結婚した時に、上司





















た。A さんは、「三つ子の魂 100 歳までも」ということわざを信じており、娘に抱き癖がつ
いても良いと思い、よく抱いてあやしていた。A さんの両親は彼ら自身の視点から A さん
を愛してはいたが、A さんはそのような両親からは愛情を感じることなく、自己肯定感を
持つことが出来なかったので、娘を自己肯定感が付くようにと子育てをしていたようだった。
　3 年後の 29 歳の時に長男を出産した。その時の夫はますます忙しくなり、帰宅が 3 時あ














































































































マッサージを 2 ～ 3 年やりながら、息子が保育園から帰る時間が午後 4 時頃になったので、
フルタイムになって働きだした。34歳、2009年だった。35歳までに営業事務。時間給850円で、





















1 年間は、実家からの援助を得て 2016 年 3 月 41 歳で卒業することができた。
　両親は看護師に対して職業差別意識があって反対する人たちだったので、合格してから報
告した。助成金 10 万、母子手当 5 万円、養育費 10 万で生活していた。子供の学用品を買う
お金を申請することができていた。娘が中学 1 年生だったので、「一緒にテスト勉強できるね」
と一緒に勉強することもあった。看護専門学校で勉強していた頃、１学期だけ B を一つ取っ
たが、他はほぼすべて、A あるいは S を取っていた。「学校ではせめて上に立ちたい」と思
い頑張っていた。看護学生であるけれども、A さんは子供にとっては母親だと思い、「子供
が起きている時には、教科書を開けることは全くなかった」という生活をしていた。


































生きたいと思い、2 年間 3 か月働いたケアハウスを辞めた。そして、2019 年 8 月から、「自











































　まず、最初の人は、A さんとほぼ同年代の薬剤師の E さんで、彼女について以下のよう
に書いている。









それでも、元旦那のことを素直に話せたのは、ほんの 1 ～ 2 ヶ月前のこと。子ども
にお金がかからなくなったら、海外旅行に行こうと約束しています。
帰宅の遅い夫を持つ E さんは、A さんが「ワンオペ育児」をしていた時に知り合い、その
時からの付き合いである。同じ育児を経験した気持ちを共有できた関係だった。
　２人目は、長男の 4 か月検診で知り合った G さん。元夫がウツ病になり別居する前から
の付き合いである。
















　3 人目は、前職で知り合った医師の H さんであった。



















































































































結果報告』によると、中学卒業が 11.5%、高校卒業が 44.8％、大学・大学院卒は 9.1%であ
る。A さんは母子家庭になった女性の中では、10 人に 1 人以下の割合の高学歴の女性である。
大学進学する時に短大ではなく、4 年制大学をめざすほど学びへの意識の高い女性であった。





専門学校に 38 歳で入学し 41 歳で卒業することができた。赤石（2019 年：189-190）が指摘
しているように、「高等技能（職業）訓練促進費制度」の 2011 年度の総支給数は、1 万 287
件で、その内訳は、1105 人が看護師、准看護師 1377 人、介護福祉士 247 人、保育士 143 人
である。A さんは、看護学校などに入学できる人は勉強ができ意欲のある限られた層の一
人として看護師の国家試験に合格した。勉強ができ意欲的で看護学校在学中の成績もほとん














果報告」（2011 年度）で、「養育費の取り決めをしている」が 37.7％で、4 年以降は 15.6％に










































































































なケアハウスを辞めてから 2019 年 8 月に、「自然な看取りをしたい」と考え、「特別養護老
人施設」に勤め始めたが、厳しい上司との人間関係が原因で退職することになり、2020 年
１月からは、保育園内に常駐する看護師になり、子育てに関わるゆったりとした就職先に決





















































































テーマで、8 月 26 日の 1 回だけのインタビューを計画していたが、その後、ライフストー
リー・インタビューという形というよりは、質問を兼ねた雑談形式のインタビューを 2 回行っ
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ⅱ　A さんによれば、「毒親」は、いくつかの特徴を持つ。その中でも A さんに当てはまるものとして、①
親は絶対であると主張する親、②過剰に口出しする親、③できたことで評価する親、④傷つける親、⑤そ
の時によっていうことが変わる親。その中で、③が特に記憶があり、子供時代はできたことも評価されな














ら、毒親は厄介なのです。」と言う A さんは、このようなことが A さんの人生のさまざまな場面で経験し、
それらの経験を通して「自己肯定感」が少なくなったのではないかと考えているのであろう。自らも親に
なって、両親の愛情は理解できるが「毒親」によって傷つけられたという思いは、今の A さんに残ってい
る。いま親になり、自分もそのような「毒親」にならないようにしたいと考えている。
ⅲ　藤田孝典（2015 年）は『下流老人　一億総老後崩壊の衝撃』で、現代の日本社会においては、老後の生
活は年金だけでは生活できない厳しい現実があることをさまざまな事例を用いて描写し、警鐘を鳴らして
いる。A さんもこの本を読みそのように考えたのかもしれないが、A さん自身が恐れる下流老人とは、狭
義では、“経済的に自立した日常生活が送れない高齢者”ということだが、広義では、“自分の望む幸せな
老後が経済的な理由によって実現できない高齢者”と考えている。その意味で、「下流老人にはなりたくな
い」という発言は「余暇も含めてある程度自分の望む生活を実現したいと思い、予期不安が増幅します（笑
い）」、「孫に洋服とか買ってあげたり、旅行にも行きたい、QOL の満足を求めた発言だ」と説明している。
